
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 美術科 

 

教科 美術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 304「高校生の美術２」 （日本文教出版） 

副教材等 イメージの博物館 （秀学社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

感じ取り表現する「絵画・彫刻」，目的や機能から考える「デザイン」，美術作品のよさや美し

さ，表現の効果などを感じるとともに日本や諸外国の美術文化への理解を深める「鑑賞」の分野に

ついて学習します。 

一人ひとり，思いや見方，感じ方が違うので，自分なりの感じ方や見方，表現を深めるよう基本

的な知識と技能を習得します。また，互いの作品や作家の作品を鑑賞し，個々の見方や感じ方の違

いを共有することで感性を高めます。 

作品の制作が中心です。必ず全作品の完成・提出をしてください。また作過過程や取り組む姿勢，

鑑賞レポートなども評価します。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い創造活動の豊かな美的体験によって，生涯にわたり美術を愛好する心情を育て，

感性を高め，創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし，美術文化についての理解を深める。 

１ 表現の活動では，主題生成の能力，創造的に構想する能力，表現しながらさらに構想を確

かめ練り直す能力，材料や用具の特性を生かし創意工夫して表す技能などを育成する。 

２ 鑑賞の活動では，美術作品や文化財等に映し出された美や創造のすばらしさ，人々の生活

や願いなどを感じ取るとともに，生活を心豊かにする美術の働きや美術文化を理解したり

する能力などを育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動に

関心を持ち，主体的に

表現や鑑賞の活動に

取り組んでいる。 

感性や想像力を働

かせて，創造的な表現

の構想を練っている。 

創造的な表現をす

るために必要な技能

を身に付け，表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表

現の工夫や美術文化

などを理解し，その

よさや美しさを創造

的に味わっている。 
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評
価
方
法 

作品（経過・完成） 

スケッチブック 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 

作品（経過・完成） 

スケッチブック 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 

作品（経過・完成） 

スケッチブック 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

絵
画
・鑑
賞 

作品鑑賞 

 

主題と表現の工夫を考える 

 

イメージを描く 

○ ○ ○ ○ a：作品の表現が果たす役割に

ついて関心を持ち，表現の

意義や特色について主体的

に考えようとしている。 

b：創造的に主題を表そうとし

ている。主題を効果的に表

現するための創意工夫が練

られている。 

c：材料や用具の特性を理解し

て，創意工夫を凝らし，よ

り効果的に表現している。 

d：時代による表現の役割と変

化を理解し，その意義や良

さについて考えている。 

作品（経過・完

成） 

スケッチブック 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 
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２
学
期 

彫
刻
・鑑
賞 

作品の鑑賞 

 

身近な素材を用いた表現 

○ ○ ○ ○ a：身近にあるものから，新し

い価値や意味を持った作品

を作り出すことに関心を持

って，主体的に構想を練ろ

うとしている。 

b：身近にあるものから，新し

い価値や意味を持った作品

を作り出そうとし，創意工

夫を凝らした表現の構想を

練っている。 

c：材料や用具の特性を理解し

て，創意工夫を凝らし，よ

り効果的に表現している。 

d：見立てや組み合わせによる

新たな価値観を理解し，そ

の意義や良さについて考

え，読み取っている。 

作品（経過・完

成） 

スケッチブック 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 

２
学
期 

デ
ザ
イ
ン 

鑑
賞 

作品鑑賞 

 

ポスター作製 

○ ○ ○ ○ a：デザインの目的や機能につ

いて関心を持ち，制作の見

通しを持って構想し，表現

している。 

b：デザインのもつ機能と，造

形美の調和を考え，創造的

な表現の構想を練ってい

る。 

c：材料や用具の特性を理解し

て，創意工夫を凝らし，よ

り効果的に表現している。 

d：作者の意図や工夫，作品の

働きなどを理解し，その意

義や良さについて考えてい

る。 

作品（経過・完

成） 

スケッチブック 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 
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３
学
期 

映
像
メ
デ
ィ
ア
表
現 

鑑
賞 

作品鑑賞 

 

写真表現 

○ ○ ○ ○ a：映像メディア機器による表

現に関心を持ち，表現の意

義や特色について主体的に

考えようとしている。 

b：映像メディアの特性を生か

した主題を生成し，効果的

に表現するための創意工夫

が練られている。 

c：映像メディアの特性を理解

し，創意工夫を凝らして，

より効果的に表現してい

る。 

d：映像メディアの特性による

表現の役割や，表現の意図

を理解し，その意義や良さ

について考えている。 

観察 

アイデアブック 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが，学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


